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会
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催
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闘
方
針
確
立
・
組
織
拡
大
へ
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結
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間
を
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し
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に
闘
う

二
〇
春
闘
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東
京
地
方
本
部
は
、
二
月
一
五
日
に
新
橋
交
通

ビ
ル
に
お
い
て
、
第
一
〇
九
回
拡
大
地
方
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　

一
〇
時
三
〇
分
に
山
田
副
委
員
長
の
司
会
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、委
員
会
議
長
に
は
山
崎
委
員（
大

宮
地
区
本
部
）、
副
議
長
に
は
鈴
木
委
員
（
上
野

支
部
）
を
選
出
し
た
。

　

ま
ず
鎌
田
委
員
長
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
続
い

て
上
部
機
関
よ
り
東
日
本
本
部
・
大
沼
委
員
長
、

国
労
東
京
議
員
団
・
青
山
団
長
（
昭
島
市
議
）
か

ら
も
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
石
井
書
記
長
か
ら
経
過
報
告
・

当
面
す
る
闘
争
方
針
（
案
）
の
提
案
が
さ
れ
、
昼

食
休
憩
を
挟
み
、
春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
、
組
織

拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
討
論
に
入
り
、
一
三
名
の
委
員
か
ら
、
組
織

強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
や
、
職
場
代
表
選
挙
、

第
二
回
東
京
地
方
本
部
オ
ル
グ
行
動
は
二
月

一
七
日
、国
労
大
井
工
場
支
部
事
務
所
で
行
わ
れ 

た
。

国
労
大
井
工
場
支
部
の
白
井
書
記
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
東
京
地
本
横
倉
組
織
部
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
第
一
回
の
新
橋
支
部
東
京
地
区
分
会

総
会
か
ら
始
ま
り
、
私
達
は
職
場
を
回
る
こ
と

が
主
と
し
て
任
務
と
考
え
て
い
る
。
次
に
一
五

日
の
第
一
〇
九
回
拡
大
地
方
委
員
会
で
は
、
す

べ
て
の
委
員
が
組
織
拡
大
に
関
す
る
発
言
が
あ

っ
た
。
大
井
工
場
支
部
選
出
の
早
川
委
員
か
ら

は
「
一
部
の
役
員
か
ら
の
取
り
組
み
か
ら
全
組
合

員
全
体
の
取
り
組
み
に
し
て
ほ
し
い
」。
若
い
仲

間
の
発
言
に
学
び
な
が
ら
、
第
二
、
第
三
の
早

川
君
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。
青
年
部
活
動
に
も

関
わ
っ
て
ほ
し
い 

。
最
後
に
二
八
日
の
春
闘
行

動
の
一
環
と
し
て
秋
葉
原
駅
前
宣
伝
行
動
の
参

加
を
お
願
い
し
地
本
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
し
た
。

　

出
さ
れ
た
意
見
は
、「
一
〇
日
の
東
労
組
か
ら

女
性
社
員
の
職
場
環
境
問
題
、 

要
員
不
足
・
超

過
勤
務
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
関
す
る
発
言
、
委

託
・
下
請
け
に
関
す
る
問
題
点
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
な

ど
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
の
労
働
条
件
に
関
す
る

取
り
組
み
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
問
題
、
二
〇

春
闘
の
取
り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
や
問
題
点
な
ど
の
発
言
が
さ
れ
た
。（
各
委

員
の
発
言
の
内
容
は
次
号
掲
載
予
定
）

　

そ
の
後
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
、
当
面
す
る

闘
争
方
針
が
確
立
し
た
。「
新
入
社
員
対
策
に

全
力
を
あ
げ
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
勝
ち
取
る

特
別
決
議
」「
安
倍
政
権
の
即
時
退
陣
！
憲
法

改
悪
を
阻
止
し
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
発

展
さ
せ
る
特
別
決
議
」
が
全
体
の
拍
手
で
決
議

さ
れ
、
続
い
て
委
員
会
宣
言
を
採
択
し
、
全
て

の
議
事
が
終
了
し
た
。
鈴
木
副
議
長
か
ら
議
長

団
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
山
田
副
委
員
長

か
ら
閉
会
の
あ
い
さ
つ
、
鎌
田
委
員
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
委
員
会
は
終
了
し
た
。

春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル　

入
賞
作
品

入
選

団
結
固
め　

仲
間
を
増
や
し　

共
に
闘
う
二
〇
春
闘

　
　
　
　

泉
田　

義
巳　
　

大
宮
車
両
所
分
会

佳
作

こ
ぶ
し
を
上
げ
て　

訴
え
よ
う　

生
活
と
権
利
を
守
る
二
〇
春
闘

　
　
　
　

横
田　

昌
一　
　

大
宮
総
合
車
セ
分
会

新
採
加
入
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

神
奈
川
地
区
本
部
の
作
品

の
脱
退
、
新
労
組
の
状
況
も
含
め
て
中
身
を
教

え
て
ほ
し
い
」。「
鎌
田
地
本
委
員
長
名
で
の
ア

ピ
ー
ル
を
出
し
て
は
」。
過
半
数
代
表
者
選
挙
で

は
国
労
他
、
三
名
が
立
候
補
し
て
い
る
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、 

東
京
総
合
車
両
セ
ン

タ
ー
内
の
各
部
署(

車
体
科
、
保
全
科
、
部
品

科
、
台
車
科)

の
仕
事
内
容
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
の
脱
退
劇
を
受
け
て
の
元
東
労
組

一
般
組
合
員
か
ら
の
声
と
し
て
「
も
う
組
合

に
振
り
回
さ
れ
た
く
な
い
」、「
関
わ
り
た
く

な
い
」、
未
加
入
者
が
多
数
い
る
こ
と
に
国

労
と
し
て
も
ど
う
い
う
対
話
の
仕
方
を
す

れ
ば
良
い
の
か
な
ど
の
悩
み
も
出
さ
れ
た
。

　
「
ど
う
い
う
意
味
で
新
労
組
を
立
ち
上
げ
た
の

か
、
改
め
て
労
働
組
合
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
何
か
」

「
会
社
は
や
り
た
い
放
題
の
不
当
労
働
行
為
ま
が

い
の
振
る
舞
い
を
行
っ
て
い
る
。
組
合
問
わ
ず
問

題
で
あ
る
」。
な
ど
の
声
や
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

横
倉
組
織
部
長
か
ら
は
、
情
報
提
供･

収
集

の
共
有
化
を
し
て
い
る
が
、
詳
し
い
中
身
は
掴

み
き
れ
て
い
な
い
が
、
私
の
職
場(

東
京
車
掌

区)

で
の
脱
退
に
関
し
て
の
報
告
も
あ
り
、
東

京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
と
共
通
し
て
い
る
の

が
、
ほ
と
ん
ど
が
脱
退
し
て
未
加
入
状
況
に
あ

り
、
回
り
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
感
が

あ
る
。
と
話
さ
れ
オ
ル
グ
行
動
を
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
変
え
て
交
流
を
深
め
た
。

東
京
地
方
本
部
は
、
二
月
二
八
日
に
秋
葉

原
駅
前
で
宣
伝
行
動
を
展
開
し
た
。

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
の
訴
え
を
リ
レ
ー
方
式

で
、
二
〇
二
〇
春
闘
大
幅
賃
上
げ
で
生
活
改
善

を
、
地
域
公
共
交
通
を
守
り
、
安
全
・
安
定
輸

送
な
ど
を
訴
え
、
三
〇
名
の
組
合
員
と
共
に
ビ

ラ
配
布
行
を
取
り
組
ん
だ
。
引
き
続
き
、
職
場

段
階
か
ら
「
一
人
一
行
動
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
展
開
し
、
本
部
交
渉
を
高
め
る
た
め 

に
も
、

全
組
合
員
が
共
有
・
参
画
で
き
る
春
闘
の
取
り

組
み
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
宣
伝

行
動
を
終
了
し
た
。

参
加
し
た
、
各
地
区
本
部
・
支
部
の
組
合

員
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

東
京
地
方
本
部

　
　
宣
伝
行
動
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国労東京 法律相談 自
衛
隊
の
中
東
派
遣
反
対

　
　
　  

横
須
賀
集
会

４月　８日（水）１４時～１６時

５月１３日（水）１４時～１６時

６月１０日（水）１４時～１６時

★☆★　無料　★☆★

相談される方は出来るだけ事前に
東京地本に連絡

お願いします。

あいさつする石井書記長

大野事務長　長島議長

　

東
京
地
方
本
部
は
、
二
月
二
三
日
に
地
本
会
議

室
に
お
い
て
、
貨
物
分
会
交
流
会
を
開
催
し
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
所
属
の
各
分
会
の
仲
間
が
集
ま
り
、
学

習
・
交
流
を
行
っ
た
。

　

最
初
に
石
井
書
記
長
は
「
国
労
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
組
織
強
化
・
拡
大
、
そ
し
て
２
０
春

闘
を
職
場
の
仲
間
の
声
を
反
映
し
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
」
な
ど
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。
続
く
来
賓
あ
い
さ
つ
で
東
日
本
本
部
・
中

村
特
別
執
行
委
員
か
ら
は
「
貨
物
会
社
は
、
二

年
連
続
で
ベ
ア
を
実
施
し
て
い
る
が
、
社
員
の

生
活
改
善
に
は
程
遠
い
実
態
。
今
年
こ
そ
満
額

回
答
を
勝
ち
取
り
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
。
社
長
・

支
社
長
宛
の
要
請
書
を
集
約
中
。
要
員
不
足
、

設
備
上
の
問
題
、
冬
季
の
除
雪
体
制
、
ダ
イ
ヤ

改
正
合
理
化
な
ど
と
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り

組
み
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

東
京
地
本
・
石
井
書
記
長
と
東
京
貨
物
協
議

会
・
大
野
事
務
長
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
起
が
さ

れ
た
あ
と
、
学
習
会
で
は
関
東
貨
物
協
議
会
・

眞
田
議
長
か
ら
新
人
事
・
賃
金
制
度
及
び
貨
物

会
社
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
講
演
が
さ
れ

た
。
講
演
で
は
新
し
い
人
事
制
度
は
、「
頑
張
っ

た
も
の
が
報
わ
れ
る
制
度
」
の
根
拠
が
無
く
、

企
業
の
コ
ス
ト
削
減
、
総
額
人
件
費
の
抑
制
に

つ
な
が
る
。
新
た
な
評
価
制
度
は
、
鉄
道
固
有

の
技
術
継
承
を
困
難
に
し
、
鉄
道
の
「
安
全
輸

送
」
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
の
問
題

点
。
今
後
の
課
題
と
し
て
評
価
主
義
に
基
づ
く

「
新
し
い
人
事
制
度
」
の
狙
い
と
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
、
他
労
組
を
巻
き
込
ん
だ
学
習
と
宣
伝

を
強
化
す
る
。
国
労
の
基
本
的
な
要
求
と
し
て

公
正
・
公
平
な
制
度
運
用
が
基
本
で
あ
り
、
一

切
の
差
別
を
排
除
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ 

れ
た
。

　

そ
の
後
の
全
体
交
流
で
、
黒
磯
機
関
区
か
ら
は

「
要
員
が
足
り
な
い
。
社
員
が
休
む
と
他
の
社
員

が
注
意
す
る
状
況
。
他
労
組
の
若
い
社
員
が
転
勤

が
決
ま
っ
て
い
た
が
組
合
に
つ
ぶ
さ
れ
た
。
不
満

は
あ
る
が
逆
ら
え
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
加
入
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
と
話
し
を
し
て
組
織
拡

大
に
繋
げ
た
い
」、
新
鶴
見
機
関
区
分
会
か
ら
は

「
駅
と
車
両
所
、
機
関
区
が
統
合
し
て
ひ
と
つ
の
分

会
と
な
っ
た
。
機
関
士
試
験
に
不
合
格
に
な
っ
た

人
の
希
望
を
聞
い
て
元
職
場
に
帰
せ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
職
場
で
作
業
ダ
イ
ヤ
に
と
ら

わ
れ
ず
作
業
を
試
験
的
に
行
っ
て
い
る
職
場
が
あ

る
」、
大
宮
車
両
所
か
ら
は
「
転
勤
や
若
年
退
職
で

こ
こ
一
年
で
一
二
名
が
車
両
所
か
ら
い
な
く
な
っ

て
い
る
。
各
種
の
検
査
が
あ
り
業
務
が
煩
雑
に
な

っ
て
い
る
。
分
会
ニ
ュ
ー
ス
を
作
成
し
掲
示
板
を

有
効
活
用
し
て
い
る
。
春
闘
で
は
要
求
を
記
載
し

た
チ
ラ
シ
配
布
と
署
名
活
動
を
取
り
組
ん
で
い
る
」

な
ど
の
報
告
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。
交
流
会
の
最

後
に
石
井
書
記
長
は
「
職
場
か
ら
の
春
闘
を
作
ろ

う
。
一
職
場
一
要
求
。
職
場
の
み
ん
な
の
気
持
ち

を
つ
か
ん
で
要
求
を
し
よ
う
。
そ
れ
が
、
上
部
機

関
の
交
渉
を
支
え
る
。
職
場
を
見
つ
め
、
組
織
拡

大
に
つ
な
げ
よ
う
」
な
ど
の
ま
と
め
を
行
い
、
交

流
会
は
終
了
し
た
。

二
月
一
日
・
二
日
に
横
須
賀
市
の
ヴ
ェ
ル
ニ

ー
公
園
で
、
自
衛
隊
の
中
東
派
遣
に
反
対
！
日
米

軍
事
同
盟
強
化
反
対
！
海
自
護
衛
艦
「
た
か
な

み
」
の
中
東
派
遣
に
中
止
を
求
め
る
緊
急
行
動

が
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
三
浦
半
島
地

区
労
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

二
月
一
日
は
三
五
〇
名
、
二
日
は
二
三
〇
名

が
結
集
し
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
・
プ
ラ
カ
ー
ド

一
斉
挙
上
な
ど
の
抗
議
行
動
を
行
な
っ
た
。

二
日
に
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
は
出
航
し
て

し
ま
っ
た
が
、
早
期
に
帰
航
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し

て
安
倍
内
閣
の
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
決
意
を
全

体
で
固
め
あ
い
緊
急
集
会
を
終
了
し
た
。

国
労
東
京
貨
物
分
会
交
流
会

NTT　03(3806)9261・JR(054)2535

FAX　03(3806)9263・JR(054)2547 

東京地本会議室

▽開催日

▽場　所


